
中
央
ア
ジ
ア
・
ト
ユ
ク
遺
蹟
仏
教
寺
院
壁
画
断
片
に

　
表
現
さ
れ
た
「
宝
珠
」
に
つ
い
て

　
　
　
　
は
じ
め
に

　
仏
教
世
界
に
お
い
て
、
敬
虔
な
る
信
仰
の
所
産
で
あ
り
、
か
つ
常
に
神
聖
な
る
象

徴
と
し
て
君
臨
す
る
も
の
の
一
つ
に
所
謂
「
宝
珠
」
が
あ
る
。
こ
の
象
徴
の
意
味

す
る
と
こ
ろ
は
、
「
そ
の
所
有
者
の
総
て
の
願
を
成
就
せ
し
む
る
も
の
」
と
考
え
ら

れ
て
い
る
。
簡
潔
に
は
、
「
清
浄
な
る
も
の
」
或
い
は
「
威
徳
あ
る
も
の
」
等
と
意

味
づ
け
ら
れ
て
い
る
が
、
所
謂
「
宝
珠
」
の
研
究
に
は
、
二
種
の
方
法
が
考
え
ら

れ
る
。
即
ち
、
一
が
、
そ
の
思
想
的
研
究
で
あ
り
、
二
が
、
そ
の
形
態
的
研
究
で

あ
る
。
前
者
は
、
深
遠
な
る
問
題
を
有
す
る
が
故
に
、
そ
の
研
究
も
複
雑
多
岐
に

渡
り
、
一
気
呵
成
に
は
解
明
で
き
な
い
様
相
を
示
し
て
い
る
。
一
方
、
後
者
は
、

そ
の
形
態
が
、
多
種
多
様
で
は
あ
り
な
が
ら
も
、
し
か
し
、
あ
る
種
の
一
定
の
形

態
概
念
の
中
で
、
大
方
の
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
本
稿
は
、

さ
さ
や
か
で
は
あ
る
が
、
両
研
究
面
の
序
説
的
段
階
と
し
て
、
新
し
く
別
の
角
度

か
ら
、
あ
る
一
つ
の
「
宝
珠
」
に
つ
い
て
焦
点
を
合
わ
せ
て
言
及
を
試
み
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
所
謂
「
宝
珠
」
の
形
態
に
つ
い
て
考
え
る
場
合
、
我
々
の
大
方
は
、

ま
ず
最
初
に
、
珠
状
の
形
態
を
想
起
す
る
訳
だ
が
、
果
し
て
、
そ
れ
は
一
体
ど
う

し
て
な
の
だ
ろ
う
か
と
問
わ
れ
て
も
、
普
通
に
は
、
そ
れ
が
多
く
知
見
さ
れ
る
か

ら
と
し
か
答
え
よ
う
が
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
一
旦
、
眼
を
逼
か
な
る
中
央
ア
ジ
ア

に
転
ず
れ
ば
、
そ
こ
に
温
存
さ
れ
た
古
代
仏
教
美
術
の
諸
例
に
は
、
何
と
摩
阿
不

仲
　
嶺

真
　
信

思
議
な
形
態
の
「
宝
珠
」
が
散
見
さ
れ
る
こ
と
か
。
こ
の
異
様
な
「
宝
珠
」
の
突

如
の
出
現
に
際
し
て
、
我
々
は
、
控
目
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
私
が
、
本
稿
に
、
中

央
ア
ジ
ア
の
吐
暗
溝
（
Ｈ
弓
后
≒
ｏ
回
ご
遺
蹟
の
「
宝
珠
」
を
採
用
し
た
の
は
、
実

は
。
我
国
で
は
、
未
だ
に
確
認
さ
れ
ぬ
原
図
不
思
議
な
「
宝
珠
」
と
の
貴
重
な
遭

遇
に
よ
る
驚
異
が
そ
の
主
な
動
機
に
な
っ
て
い
る
。
端
的
に
中
し
て
、
「
宝
珠
」
の

形
態
は
、
四
角
柱
状
、
或
い
は
、
角
状
で
あ
り
、
決
し
て
珠
状
で
は
な
い
の
で
あ
　
９

る
。
し
か
も
、
有
力
な
証
拠
と
し
て
、
壁
雨
中
の
銘
文
に
は
、
判
然
と
そ
の
形
態
　
２

を
「
宝
珠
」
と
記
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
従
来
、
こ
の
種
の
「
宝
珠
」
に
つ
い
て

は
、
既
に
、
グ
リ
ュ
ー
ン
ウ
ェ
ー
デ
ル
氏
の
高
希
げ
若
干
紹
介
さ
れ
て
は
い
た
が
、

銘
文
を
伴
っ
た
例
は
、
管
見
に
よ
る
と
、
こ
の
Ｉ
例
の
み
で
あ
る
。

　
さ
て
、
本
橋
の
主
題
と
な
る
異
様
な
「
宝
珠
」
の
分
布
は
、
中
央
ア
ジ
ア
ー
帯

に
限
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
中
国
内
地
の
一
部
に
も
確
認
さ
れ
る
が
、
但
し
、

こ
の
小
論
で
は
、
制
作
年
代
が
、
ほ
ぽ
七
世
紀
半
ば
前
後
頃
と
推
察
さ
れ
る
中
央

ア
ジ
ア
・
吐
魯
番
地
域
の
吐
皓
溝
の
Ｉ
例
の
み
を
中
心
に
取
り
扱
う
。

　
ま
ず
、
方
法
と
し
て
は
、
所
謂
「
宝
珠
」
の
意
味
を
考
え
て
い
く
中
で
、
形
態

や
名
称
の
問
題
、
及
び
、
壁
画
に
見
ら
れ
る
諸
要
素
の
問
題
を
検
討
し
、
本
稿
の

壁
画
断
片
の
持
つ
意
義
に
つ
い
て
考
察
を
進
め
た
い
。
尚
、
そ
の
前
に
、
特
異
な

　
「
宝
珠
」
の
出
上
地
で
あ
る
吐
暗
溝
遺
蹟
を
包
む
中
央
ア
ジ
ア
吐
魯
番
地
域
一
帯

に
つ
い
て
概
観
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。



　
　
　
　
‥
｛
‥
　
吐
魯
番
地
域

　
さ
て
、
ま
ず
当
面
の
地
域
を
地
理
的
に
説
明
す
る
と
、
中
央
ア
ジ
ア
随
一
の
大

沙
漠
タ
ク
ラ
マ
カ
ン
を
包
み
込
む
タ
リ
ム
盆
地
の
東
北
に
位
置
す
る
の
が
、
小
沙

漠
盆
地
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
で
あ
る
。
こ
こ
は
、
天
山
山
系
の
東
端
ボ
グ
ド
オ
土
フ
山

脈
と
ク
ル
ッ
ク
・
タ
グ
に
囲
ま
れ
た
一
部
分
で
あ
り
、
東
西
約
1
2
0
』
、
南
北
約
6
0

㎞
の
範
囲
内
に
は
、
ア
ジ
ア
の
井
戸
と
も
呼
ば
れ
、
中
国
に
お
け
る
最
低
地
で
知

ら
れ
る
ア
イ
デ
ィ
ン
ク
ル
塩
湖
が
あ
る
。
一
方
、
歴
史
的
に
は
、
古
く
か
ら
の
続

編
之
路
の
要
衝
・
天
山
南
路
北
道
上
に
位
置
し
、
中
国
、
北
方
民
族
共
に
、
こ
の

地
域
を
支
配
し
よ
う
と
す
る
努
力
が
幾
度
か
繰
り
返
さ
れ
た
。
中
で
も
、
漢
人
の

勢
力
が
延
び
て
、
そ
の
侵
略
と
殖
民
が
盛
ん
に
進
ん
だ
と
こ
ろ
で
、
事
実
、
吐
魯

番
地
域
の
ア
ス
タ
ー
ナ
（
阿
斯
塔
那
）
遺
蹟
か
ら
は
、
お
よ
そ
、
四
世
紀
後
半
以

降
唐
代
ま
で
の
紀
年
銘
を
伴
う
古
墓
群
と
そ
の
遺
品
等
と
が
発
掘
さ
れ
、
中
国
墓

割
に
倣
う
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。
又
、
同
じ
く
こ
の
地
か
ら
は
、

大
量
の
文
書
等
が
出
土
し
、
そ
の
大
部
分
は
、
漢
文
で
記
さ
れ
、
中
原
地
域
と
同

じ
典
章
制
度
と
経
済
文
化
生
活
が
記
載
さ
れ
て
い
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
蘭
州
出
身
の
漢
人
麹
氏
一
族
が
、
こ
の
地
域
に
高
昌
国
を
樹
立
し

た
が
（
£
）
、
や
が
て
大
唐
帝
国
の
太
宗
は
、
貞
観
十
四
（
6
4
0
）
年
に
高
昌
国
を
統

一
し
、
こ
の
地
を
西
州
と
改
称
し
た
。
な
お
、
高
昌
国
王
麹
文
楽
は
、
宏
舘
た
る

流
沙
や
険
峻
な
る
山
脈
を
験
越
し
、
混
然
た
る
天
竺
国
へ
、
求
法
の
た
め
に
鞘
旅

と
な
っ
た
高
僧
玄
奘
を
彼
の
寄
留
の
間
、
待
遇
し
た
が
、
玄
奘
は
、
計
り
知
れ
な

い
貢
献
を
こ
こ
で
受
け
て
い
る
。
今
、
木
稿
の
中
心
と
な
る
吐
暗
溝
遺
蹟
か
ら
は
、

数
々
の
唐
代
仏
教
資
料
が
、
諸
外
国
の
探
検
隊
に
よ
り
発
掘
さ
れ
、
将
来
さ
れ
て

い
る
。
任
意
的
に
、
若
干
例
を
あ
げ
る
と
、
ま
ず
、
ド
イ
ツ
隊
に
よ
る
「
木
彫
十

一
面
観
音
立
像
」
や
大
谷
隊
に
よ
る
「
童
形
飛
天
図
」
ヽ
「
阿
弥
陀
経
」
断
片
ノ
唐

憎
善
導
大
師
願
経
）
等
が
、
そ
れ
ぐ
の
国
に
将
来
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
ス
タ

イ
ン
氏
の
率
い
る
イ
ギ
リ
ス
隊
も
こ
の
地
よ
り
、
少
な
か
ら
ぬ
遺
品
等
を
収
集
し

て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
中
の
一
例
が
、
本
橋
の
貴
重
な
壁
画
断
片
で
あ
っ
た
。

に
　
形

態

　
さ
て
、
冒
頭
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
所
謂
「
宝
珠
」
に
関
し
て
、
我
々
は
、
一

般
的
に
、
ま
ず
最
初
に
、
珠
状
の
形
態
を
想
起
す
る
訳
だ
が
、
そ
の
代
表
的
な
も

の
に
、
日
常
、
我
々
が
見
慣
れ
て
い
る
仏
塔
の
相
輪
や
ハ
角
円
堂
露
盤
上
の
「
宝

珠
」
或
い
は
、
仏
壇
や
高
欄
上
に
見
ら
れ
る
「
擬
宝
珠
」
等
が
あ
げ
ら
れ
る
。
そ

れ
ら
は
、
な
る
ほ
ど
、
基
部
は
玉
の
よ
う
に
丸
く
、
そ
の
頂
上
が
い
く
ら
か
尖
っ

て
い
て
、
丁
度
、
全
体
と
し
て
は
、
葱
坊
主
の
よ
う
な
恰
好
を
し
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
形
態
の
成
立
の
原
因
は
、
恐
ら
く
次
の
よ
う
な
仏
典
の
記
載
類
か
ら
多
分

に
影
響
を
受
け
て
い
る
も
の
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
即
ち
、
『
陀
羅
尼
集
経
』
に

よ
る
と
。

　
　
「
其
手
掌
撃
二
真
陀
摩
尼
・
認
許
、
其
珠
団
円
如
い
作
二
白
色
、
・
赤
色
光
焔
圖
‐

－
饒
・
翁
珠
こ
石
」

こ
こ
に
見
ら
れ
る
「
宝
珠
」
は
、
白
色
の
団
円
の
珠
で
、
赤
色
の
光
焔
が
そ
れ
を
　
０

圖
饒
す
る
表
現
で
形
成
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
形
態
が
、
一
般
的
な
「
宝
珠
」
の
　
３

形
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
そ
れ
は
、
「
宝
珠
」
の
諸
形
態
の
一
種
に
し
か
過
ぎ
な
い

の
で
あ
る
。
と
言
う
の
は
、
本
稿
で
扱
う
「
宝
珠
」
の
形
態
が
、
類
い
稀
な
る
特

殊
な
も
の
と
し
て
厳
存
す
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
特
殊
形
の
「
宝
珠
」
を
、
直
接
、

文
献
上
支
持
し
て
く
れ
る
記
載
を
、
私
は
寡
聞
に
し
て
知
見
し
て
い
な
い
が
、
例

え
ば
次
の
よ
う
な
仏
典
に
見
ら
れ
る
ハ
角
形
状
の
「
宝
珠
」
の
存
在
に
よ
っ
て
、
傍

証
的
に
、
本
稿
の
「
宝
珠
」
は
も
と
よ
り
、
そ
の
他
の
角
状
「
宝
珠
」
の
裏
付
け

を
も
暗
示
で
き
よ
う
。
即
ち
、
『
増
一
阿
含
経
』
巻
三
十
三
、
等
法
品
第
三
十
九
に

よ
る
と
、

　
　
「
転
輪
聖
王
出
－
現
に
世
時
、
是
時
珠
宝
、
従
二
東
方
こ
禾
、
而
有
二
八
角
一
四

　
　
　
　
一
　
　
　
　
一
｀
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｈ
）

　
面
有
・
灰
（
大
）
光
一
長
一
尺
六
寸
」
（
傍
点
筆
者
）

　
右
記
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
形
態
の
「
宝
珠
」
に
つ
い
て
は
、
グ
リ
い
川
ン
ウ
ェ

ー
デ
ル
氏
の
高
著
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
蓮
華
上
の
不
思
議
な
「
宝
珠
」
（
挿
図
１
）

が
示
唆
的
で
あ
る
。
尚
、
こ
の
形
態
は
、
ハ
角
状
と
見
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、



そ
の
八
方
向
か
ら
焙
を
発
し
て
い
る
。
右
記
の
仏
典
に
言
う
「
四
面
」
は
、
「
ハ
方

向
」
と
同
義
に
考
え
て
よ
い
も
の
と
思
う
。

挿図１　グリューンウェーデル本より作成

　
以
上
、
「
宝
珠
」
の
形
態
は
、
通
常
は
、
球
状
が
圧
倒
的
に
多
い
が
、
今
触
れ
た

よ
う
な
角
状
の
「
宝
珠
」
も
多
少
見
ら
れ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
従
っ
て
、
本

稿
に
お
い
て
は
、
「
宝
珠
」
の
形
態
の
概
念
を
再
考
す
る
と
同
時
に
、
広
く
設
定
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。
本
稿
の
「
宝
珠
」
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
透
過
性
の
四

角
柱
状
、
或
い
は
、
外
側
の
輪
郭
線
の
み
で
見
る
と
六
角
形
状
と
も
見
な
さ
れ
、

事
実
、
非
珠
で
あ
る
こ
と
は
画
然
と
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
敢
え
て
、
本
稿
の
主

題
に
採
用
し
て
み
た
訳
で
あ
る
。

　
壁
画
に
見
ら
れ
る
「
宝
珠
」
に
関
し
て
、
具
体
的
な
考
察
を
加
え
る
た
め
に
は
、

そ
の
前
提
と
し
て
、
所
謂
「
宝
珠
」
の
名
称
と
意
味
と
に
つ
い
て
、
煩
雑
さ
を
厭

わ
ず
、
改
め
て
詳
細
な
考
察
が
必
要
と
な
る
。
次
に
そ
れ
を
述
べ
て
い
き
た
い
。

白
:
　
　
<
C
i
n
t
a
‐
m
a
n
i
>
の
諸
漢
訳

　
左
の
挿
図
２
は
、

示
す
る
諸
訳
例
の
図
一

新
婚
大
蔵
経
』
を
基
に
作
成
し
た
所
謂
「
宝
珠
」
を
指

　
次
に
述
べ
る
よ
う
な
諸
特
徴
を
も
つ
。

挿図2　<cinta-mani〉の諸訳例

　　　　　３１

　
ま
ず
、
梵
語
「
口
艮
警
自
己
」
を
意
味
す
る
諸
表
記
を
、
大
き
く
三
つ
の
軸
に

分
類
し
整
理
す
る
と
、
㈲
如
意
、
㈲
摩
尼
（
末
尼
）
、
ぬ
宝
珠
の
三
表
記
の
系
列
が

配
置
さ
れ
る
。
換
言
す
る
と
、
こ
れ
ら
の
三
表
記
の
組
合
せ
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

が
図
に
見
ら
れ
る
諸
表
記
で
あ
る
。

　
さ
て
、
次
に
、
所
謂
「
宝
珠
」
と
い
う
表
記
は
、
㈲
如
意
・
㈲
摩
尼
と
の
組
合



せ
の
場
合
、
常
に
そ
れ
ら
の
末
尾
に
付
き
、
逆
に
、
㈲
・
㈲
二
者
は
必
ず
郷
宝
珠

の
前
に
置
か
れ
る
と
い
う
規
則
性
を
も
つ
。
更
に
、
「
宝
珠
」
は
、
「
宝
」
と
「
珠
」

と
に
二
分
解
さ
れ
、
相
互
に
前
後
の
交
換
が
全
く
自
由
で
あ
り
、
そ
の
順
序
は
そ

れ
程
重
要
で
は
な
い
。
こ
の
点
は
、
後
述
す
る
『
梵
和
辞
典
』
の
訳
出
例
に
見
ら

れ
る
「
珠
宝
」
或
い
は
「
宝
珠
」
の
表
記
と
符
合
す
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
。

　
「
如
意
」
や
「
摩
尼
」
と
の
合
成
の
場
合
に
も
見
ら
れ
、
そ
の
前
後
の
順
序
関
係

は
大
し
て
意
味
を
持
た
な
い
。
又
、
組
合
せ
法
は
、
二
つ
の
軸
や
三
つ
の
軸
の
場

合
が
あ
り
、
例
え
ば
、
㈲
と
㈲
の
合
成
で
、
「
如
意
摩
尼
」
或
い
は
「
摩
尼
如
意
」

更
に
、
㈲
と
㈲
と
郷
の
合
成
で
、
「
如
意
摩
尼
宝
珠
」
或
い
は
「
摩
尼
如
意
宝
珠
」

等
が
作
成
さ
れ
る
。
尚
、
㈲
と
仰
、
㈲
と
Ｏ
と
の
合
成
の
場
合
、
㈲
が
、
「
宝
」
と

　
「
珠
」
に
分
離
す
る
た
め
、
例
え
ば
前
者
は
、
「
如
意
珠
」
或
い
は
、
「
如
意
宝
」
、

後
者
は
、
「
摩
尼
珠
」
或
い
は
「
摩
尼
宝
」
等
の
諸
訳
例
が
出
て
く
る
。

　
と
も
あ
れ
、
所
謂
「
宝
珠
」
を
指
示
す
る
諸
表
記
は
、
右
に
見
て
き
た
よ
う
な

バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
も
含
め
て
、
多
種
多
様
な
同
意
名
称
で
合
成
さ
れ
て
い
る
の

で
、
こ
の
点
を
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
後
で
触
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
所

謂
「
宝
珠
」
の
意
味
を
、
梵
漢
辞
典
と
漢
訳
仏
典
と
の
両
者
か
ら
詳
し
く
比
較
検

討
し
、
改
め
て
「
宝
珠
」
の
概
念
を
再
考
し
て
み
た
い
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
「
宝
珠
」
の
形
態
に
つ
い
て
の
或
る
固
定
観
念
も
払
拭
さ
れ
、
次
い
で
、
本
稿

の
異
様
な
「
宝
珠
」
に
つ
い
て
も
正
し
く
認
識
で
き
る
こ
と
と
思
う
の
で
あ
る
。

聯
　
「
宝
珠
」
の
意
味

　
『
仁
王
護
国
般
若
波
羅
密
多
経
疏
』
巻
下
三
に
よ
る
と
、

　
「
梵
云
二
摩
尼
一
此
翻
為
レ
宝
、
順
二
旧
訳
一
也
、
新
云
二
末
尼
具
足
、
一
応
云
二
雲
路

末
尼
ヽ
一
此
云
・
善
惟
宝
一
会
意
翻
云
・
如
意
宝
珠
隨
』
思
所
し
氷
皆
満
足
放
し
ー

右
記
に
見
ら
れ
る
「
摩
尼
」
、
「
宝
」
、
「
末
尾
具
足
」
、
「
雲
路
末
尾
」
、
「
思
惟
宝
」
、

「
如
意
宝
珠
」
等
の
諸
表
記
は
、
所
謂
「
宝
珠
」
の
多
種
多
様
な
同
意
名
称
に
他

な
ら
な
い
。
そ
れ
ら
の
中
の
「
如
意
宝
珠
」
は
、
文
字
通
り
、
思
う
が
ま
ま
に
、

・
　
ｅ
　
ｌ
　
ｌ
　
●
　
・
　
・
　
ｓ
　
一
　
ｓ
　
一
　
ｅ
　
ｌ
　
ｓ
　
ｓ
　
一
　
一

希
求
す
る
こ
と
総
て
が
満
足
せ
ら
れ
る
も
の
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
の
表
記
は
、

他
の
そ
れ
よ
り
比
較
的
常
用
さ
れ
る
が
、
所
謂
「
宝
珠
」
は
、
そ
の
省
略
形
で
あ

る
。
　
と
も
あ
れ
、
前
記
の
よ
う
な
諸
漢
訳
表
記
の
出
所
は
、
元
来
、
印
度
の
梵
語
に

あ
る
。
そ
こ
で
次
に
、
梵
語
に
お
け
る
そ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
を
考
察
し
た
い
。

先
程
の
漢
訳
表
記
の
Ｉ

つ
に
「
雲
路
末
尾
」
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
梵
語
の
音

を
漢
字
で
音
写
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。
梵
語
に
お
い
て
は
、
「
ｃ
Ｆ
ａ
‐
ヨ
呂
‘
」
と
表

記
さ
れ
、
『
漢
訳
対
照
梵
和
犬
辞
典
』
を
典
拠
に
し
て
考
え
る
と
、
こ
の
意
味
は
次

の
よ
う
で
あ
る
。

　
「
〈
ｃ
Ｆ
昌
‐
ヨ
呂
‘
〉
、
（
そ
の
所
有
者
の
総
て
の
願
を
成
就
せ
し
む
る
も
の
）
、
如

意
宝
珠
、
空
想
的
の
宝
石
、

　
漢
訳
・
如
意
、
如
意
珠
、
如
意
宝
、
如
意
宝
珠
、

　
音
写
・
如
意
摩
尼
、
」

　
右
記
の
梵
語
で
の
意
味
「
そ
の
所
有
者
の
総
て
の
願
を
成
就
せ
し
む
る
も
の
」

は
、
前
記
の
漢
訳
「
会
意
翻
云
二
如
意
宝
珠
隨
ぃ
意
所
ぃ
求
皆
満
足
故
一
」
と
符
合

す
る
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
「
空
想
的
の
宝
石
」
と
訳
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。
こ
の
意
味
は
、
本
稿
の
異
様
な
「
宝
珠
」
の
場
合
に
適
切
で
あ
る
と
い
え

よ
う
。
そ
れ
は
、
後
で
紹
介
す
る
挿
図
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
摩
阿
不
思
議
な
形

態
で
表
現
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
『
金
光
明
最
勝
王
経
疏
』
巻
五
、
如
意
宝
珠
品
第
十
四
に
よ
る
と
、

回
一
釈
名
者
梵
云
二
震
多

一
此
云
二
如
意
、
一
本
音
但
名
い
意
心
思
量
義
、
知
者
義

加
、
末
尼
者
此
云
二
宝
珠
こ

　
右
記
を
整
理
す
る
と
、
「
震
多
」
＝
「
如
意
」
、
「
意
」
＝
「
心
思
量
」
、
「
末
尼
」

９
「
宝
珠
」
と
な
り
、
従
っ
て
「
震
多
末
尾
」
＝
「
如
意
宝
珠
」
と
い
う
意
味
が
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辿
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
更
に
｢
C
i
n
t
i
‐
m
a
n
j
｣
を
二
分
解
し
て
考
え
て
み
る
と
、
前
者
の

　
「
ｃ
Ｆ
に
」
は
、
梵
語
の
意
味
で
は
「
思
考
、
熟
慮
、
考
察
、
不
安
、
憂
慮
」
と
な

り
、
漢
訳
で
は
「
思
、
思
惟
、
諦
思
惟
、
思
量
、
思
択
、
正
恵
、
念
心
意
」
と
な

る
。
次
に
後
者
の
「
ヨ
呂
ご
は
、
梵
語
で
は
「
真
珠
、
珠
玉
、
宝
石
、
小
珠
」
と

な
る
が
、
漢
訳
で
は
「
珠
、
意
珠
、
宝
珠
、
如
意
宝
珠
、
明
珠
、
珠
宝
、
宝
」
と

な
り
、
同
じ
く
音
写
訳
は
「
摩
尼
珠
」
及
び
音
写
は
「
摩
尼
、
末
尾
」
と
な
る
。

尚
、
漢
訳
の
「
明
珠
」
は
、
後
述
す
る
「
摩
尼
」
ａ
「
垢
離
」
と
意
味
に
お
い
て

符
合
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
以
上
、
諸
々
の
事
柄
を
総
合
的
に
考
え
合
わ
せ
て
み
る
と
、
既
出
の
『
仁
王
経

疏
』
云
に
見
ら
れ
る
漢
訳
表
記
回
心
惟
宝
」
は
ヽ
的
確
に
ヽ
梵
語
石
弓
訟
’
ヨ
゛
Ｒ
」

を
意
訳
し
て
い
る
一
例
と
い
え
よ
う
。
前
記
の
で
真
珠
、
珠
玉
、
小
珠
、
明
珠
、

珠
宝
」
等
の
表
記
は
、
直
感
的
に
、
珠
状
（
球
状
）
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
が
、
し

か
し
、
コ
僕
換
名
し
て
「
思
惟
宝
」
と
表
記
し
た
場
合
は
、
少
な
く
と
も
一
定
の

形
態
に
イ
メ
ー
ジ
が
固
着
さ
れ
る
危
険
性
は
少
な
い
だ
ろ
う
。
こ
こ
に
至
っ
て
、

初
め
て
、
我
々
は
、
或
る
種
の
固
定
観
念
に
囚
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
事
実
に
即
し

て
具
体
的
に
考
え
て
い
く
慎
重
な
態
度
を
保
持
す
る
必
要
が
あ
る
。
と
言
う
の
は
、

私
自
身
、
所
謂
「
宝
珠
」
の
形
態
に
関
し
て
は
、
「
珠
状
」
（
丸
い
も
の
）
の
一
例

し
か
認
識
で
き
て
い
な
か
っ
た
が
、
本
橋
の
異
様
な
四
角
柱
状
の
「
宝
珠
」
の
突

如
の
出
現
に
際
し
て
、
従
来
の
所
謂
「
宝
珠
」
の
概
念
を
再
考
せ
ざ
る
を
え
な
か

っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
既
に
前
に
も
触
れ
た
が
、
今
再
び
「
宝
珠
」
を
意
味
づ
け
る
と
、
「
そ
の
所
有
者

の
総
て
の
願
を
成
就
せ
し
む
る
も
の
」
と
規
定
で
き
る
。
こ
の
意
味
に
類
似
す
る

記
載
は
次
の
仏
典
に
求
め
ら
れ
よ
う
。

　
即
ち
、
コ
切
経
音
義
』
巻
第
二
十
一
に
よ
る
と
、

　
「
摩
尼
－
１
正
云
二
末
尾
一
末
謂
二
末
羅
、
一
此
云
ぃ
垢
也
、
尼
云
し
雁
也
、
言
二
此

宝
光
浄
一
不
ド
為
二
垢
倫
ご
所
上
レ
染
也
、
又
云
二
摩
尼
一
此
云
二
増
長
、
一
謂
下
有
二
此

宝
一
処
必
増
－
長
中
其
威
徳
い
旧
翻
為
・
如
意
随
意
等
ヽ
一
逐
・
晟
訳
一
也
」
白

　
右
記
を
整
理
す
る
と
、
「
摩
尼
」
（
末
尼
）
＝
「
垢
離
」
―
「
宝
光
浄
」
と
異
字

同
意
語
の
連
関
が
辿
れ
る
。
特
に
「
垢
離
」
と
意
味
づ
け
ら
れ
る
場
合
、
「
宝
珠
」

が
「
清
浄
な
る
も
の
」
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
こ
の
点
、
前
述
の
「
明

珠
」
と
「
垢
離
」
と
は
同
義
と
考
え
ら
れ
る
。
更
に
、
「
宝
珠
」
は
、
「
威
徳
あ
る

も
の
」
と
も
意
味
づ
け
ら
れ
る
。

　
も
と
も
と
、
仏
教
上
の
「
信
仰
」
の
所
産
で
あ
り
、
か
つ
、
神
聖
な
る
「
象
徴
」

で
あ
る
「
宝
珠
」
は
、
仏
教
の
芸
術
的
世
界
に
お
い
て
は
、
般
も
重
要
な
位
置
に

存
在
し
、
又
、
最
も
目
立
つ
場
所
に
表
現
さ
れ
、
多
種
多
彩
に
展
開
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
次
に
、
具
体
的
に
、
壁
画
に
表
現
さ
れ
た
「
宝
珠
」
に
つ
い
て
詳
述
し
て

み
よ
う
。

　
　
　
　
㈲
　
壁
画
の
構
成
と
そ
の
細
部

　
こ
の
彩
画
断
片
（
図
１
）
は
、
ト
ユ
ク
（
壮
時
溝
）
遺
蹟
の
或
る
寺
院
の
天
井

壁
と
回
廊
の
側
壁
と
に
配
置
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

　
ま
ず
、
天
井
壁
で
あ
る
が
、
そ
の
中
心
を
な
す
モ
テ
ィ
ー
フ
は
、
花
弁
と
蕊
部

と
の
そ
れ
ぐ
の
外
周
を
、
白
い
連
珠
文
に
囲
続
さ
れ
た
大
胆
な
意
匠
の
大
蓮
華

で
あ
る
。
（
図
２
）
。
花
弁
の
彩
色
は
、
現
状
と
し
て
は
、
暗
い
赤
茶
だ
が
、
恐
ら

く
、
も
と
も
と
は
、
ピ
ン
ク
色
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
る
。
花
弁
の
環
状

は
、
そ
の
半
分
程
は
破
損
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
上
下
二
重
に
そ
れ
ぐ
ハ
葉
ず

つ
連
続
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
又
、
蕊
部
か
ら
は
、
放
射
線
状
に
の
び

た
銅
線
が
、
連
珠
文
書
に
沿
っ
て
無
数
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。

　
一
方
、
天
井
壁
の
四
隅
の
三
角
小
間
に
は
、
そ
れ
ぐ
、
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
ス
氏

　
　
　
（
2
7
）
　
　
　
　
●
　
一
　
一
　
一
　
一
　
一
　
　
　
　
　
　
　
＠
　
・
　
・
　
一
　
・
　
一

の
指
摘
さ
れ
た
神
聖
な
る
象
徴
、
或
い
は
、
燃
え
上
る
宝
石
が
検
出
さ
れ
る
が
、

こ
れ
こ
そ
、
正
し
く
本
稿
の
主
題
と
な
る
「
宝
珠
」
で
あ
る
。
破
損
の
進
ん
で
い

る
ニ
ケ
所
に
は
、
そ
の
焔
の
形
し
か
確
認
で
き
な
い
が
、
ほ
ぽ
完
全
な
形
で
残
存
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す
る
他
の
ニ
ケ
所
で
は
、
そ
の
本
体
郭
の
輪
郭
は
極
め
て
判
然
と
し
て
お
り
、
又
、

三
角
形
状
と
葉
状
と
の
そ
れ
ぐ
の
焔
の
形
も
、
注
視
す
れ
ば
、
本
体
郭
の
四
方

向
か
ら
発
し
て
い
る
の
が
確
認
で
き
る
。
尚
、
「
宝
珠
」
の
形
態
に
つ
い
て
、
ア
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
ｅ
　
ｌ
・
　
・
　
一
　
・
　
　
　
　
（
2
8
）

ド
リ
ュ
ー
ス
氏
は
、
四
角
の
角
柱
の
形
と
判
断
し
て
い
る
が
、
そ
の
両
端
に
は
、

交
差
線
に
よ
る
四
区
画
が
あ
り
、
そ
れ
ぐ
に
は
点
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

両
端
を
、
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
ス
氏
は
、
可
視
的
な
端
と
見
な
し
、
そ
し
て
、
一
種
の

・
　
一
　
一
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

透
視
図
法
で
描
写
し
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
そ
れ
か
ら
、
天
井
壁
の
外
周
に

は
、
シ
ン
プ
ル
な
灰
色
の
縁
飾
り
の
帯
状
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
、
黒
く
細
い
斜
線

が
平
行
に
走
っ
て
い
て
、
一
種
の
錨
鎖
の
効
果
を
与
え
て
い
る
。
次
に
側
壁
に
移

ろ
う
。

　
ま
ず
、
「
宝
珠
」
群
の
見
ら
れ
る
壁
画
（
図
３
）
か
ら
見
て
い
く
と
、
画
面
の
ほ

ぽ
中
央
あ
た
り
に
、
縦
長
の
矩
形
が
あ
り
、
そ
の
中
に
は
「
禅
師
観
宝
珠
光
□
」

と
漢
字
の
銘
文
が
判
読
で
き
る
。
そ
し
て
、
す
ぐ
右
の
場
面
（
図
４
）
に
は
、
現

状
と
し
て
確
認
で
き
る
の
は
、
横
三
列
、
縦
二
段
に
配
置
さ
れ
た
、
三
方
向
か
ら

葉
状
の
焔
を
発
す
「
宝
珠
」
群
が
検
出
さ
れ
る
。
尚
、
「
宝
珠
」
の
形
態
は
、
先
程

の
天
井
壁
の
場
合
と
若
干
異
な
っ
て
い
る
。
即
ち
、
焙
の
形
が
、
葉
状
の
一
種
し

か
見
ら
れ
ず
、
又
、
本
体
部
の
両
端
の
四
区
画
の
処
理
法
が
、
外
周
に
及
ぶ
も
の

と
、
そ
の
端
部
の
内
に
更
に
小
さ
く
「
田
」
の
字
を
描
く
も
の
と
の
二
種
が
確
認

さ
れ
る
。
（
挿
図
４
）
。
一
方
、
左
の
場
面
（
図
５
）
に
は
、
銘
文
に
い
う
「
禅
師
」

が
、
そ
の
頭
部
と
頭
光
と
を
僅
か
に
覗
か
せ
て
い
る
。
容
貌
は
比
較
的
ぞ
ん
ざ
い

に
扱
わ
れ
て
お
り
、
痩
身
を
思
わ
せ
る
顔
に
は
、
眉
間
の
上
部
に
白
毫
ら
し
い
も

の
が
見
ら
れ
る
。
髪
は
灰
色
で
、
禅
師
の
後
方
に
は
、
灰
色
の
花
を
咲
か
せ
た
樹

木
が
見
ら
れ
る
が
、
色
は
量
し
た
ブ
ラ
ウ
ン
・
ピ
ン
ク
を
帯
び
た
黒
の
塊
で
あ
る
。

壁
面
の
外
周
に
は
、
縁
飾
り
と
し
て
、
鋸
歯
状
の
植
物
文
帯
が
、
う
ね
っ
て
波
状

を
な
し
て
連
続
す
る
。
こ
の
帯
状
は
次
の
側
壁
面
の
縁
飾
り
に
も
見
ら
れ
る
。

　
さ
て
、
今
一
つ
残
っ
た
側
壁
面
（
図
６
）
に
は
、
画
面
中
央
あ
た
り
に
、
縦
長

の
矩
形
が
あ
り
、
そ
の
中
に
「
禅
師
観
七
宝
図
」
と
漢
字
の
銘
文
が
判
読
で
き
る
。

そ
の
左
に
は
ヽ
銘
文
に
い
う
「
七
宝
」
坤
丞
わ
れ
る
形
態
が
観
察
さ
れ
ヽ
そ
の
縦

長
の
四
角
形
の
外
周
に
は
ピ
ン
ク
の
焔
が
廻
っ
て
い
る
。
又
、
そ
の
四
角
形
の
中

に
は
更
に
矩
形
を
幾
つ
も
区
画
し
、
交
互
に
そ
れ
ぐ
淡
い
鈍
黄
色
と
灰
色
と
を

配
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
矩
形
と
焔
と
の
間
に
は
、
連
珠
文
帯
が
廻
っ
て
い
る
。

更
に
右
に
は
、
先
程
の
禅
師
の
よ
う
な
頭
部
と
頭
光
と
、
そ
し
て
、
花
の
咲
い
て

い
る
樹
木
が
確
認
で
き
る
。
最
後
に
、
全
画
面
の
外
周
に
は
前
述
の
側
壁
同
様
の

鋸
歯
状
の
植
物
文
帯
が
検
出
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
ス
氏
の
指
摘
に

よ
る
と
、
ギ
リ
シ
ア
の
ア
カ
ン
サ
ス
の
よ
う
な
縁
飾
り
と
の
密
接
な
類
似
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。

㈹
　
構
成
の
諸
要
素

　
先
程
は
、
壁
画
の
構
成
と
そ
の
細
部
を
観
察
し
た
が
、
こ
こ
で
は
、
以
上
の
よ

う
な
観
察
を
踏
ま
え
て
、
壁
画
の
構
成
要
素
の
諸
問
題
を
以
下
の
］
」
～
㈹
の
諸
事

項
に
分
け
て
検
討
し
て
み
た
い
。

　
日
、
神
聖
な
象
徴
、
�
、
火
焔
を
発
す
る
宝
石

　
日
、
四
角
の
角
柱
、
固
、
交
差
線
に
よ
る
四
区
画
の
可
視
的
端

　
㈲
、
透
視
図
法
、
　
㈹
、
三
角
形
状
と
葉
状
の
焔

　
旧
、
連
珠
文
、
　
　
問
、
ア
カ
ン
サ
ス
状
植
物
文

　
㈹
、
漢
字
の
銘
文

　
以
上
の
内
、
日
～
㈲
は
「
宝
珠
」
に
関
す
る
事
柄
で
あ
り
、
㈲
～
㈹
は
、
文
化

的
問
題
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
即
ち
、
前
者
は
、
「
宝
珠
」
の
形
態
そ
の
も
の
の

表
現
法
に
つ
い
て
で
あ
り
、
一
方
、
後
者
は
、
吐
暗
溝
の
寺
院
壁
画
を
成
立
さ
せ

た
文
化
的
諸
要
素
の
そ
れ
ぐ
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
ま
ず
、
前
者
か
ら
考
察
し

て
い
く
。

　
こ
こ
で
最
も
注
目
す
べ
き
点
は
、
�
の
四
角
の
角
柱
の
問
題
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

続
い
て
固
、
㈲
と
密
接
に
係
わ
り
合
う
。
つ
ま
り
、
四
角
の
角
柱
（
四
角
柱
）
は
、

丁
度
、
硝
子
製
の
四
角
柱
の
よ
う
な
も
の
を
想
定
す
れ
ば
よ
い
が
、
そ
の
両
端
は

当
然
透
過
性
を
持
つ
。
こ
れ
を
図
説
（
挿
図
３
）
す
れ
ば
、
即
ち
、
Ａ
面
か
ら
Ｂ
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Ａ

Ｂ

「宝珠」の本体部挿図３

面
が
覗
け
る
訳
で
あ
り
、
又
、
そ

の
逆
も
成
り
立
つ
。
更
に
、
Ａ
Ｂ

何
れ
か
の
面
の
上
に
視
点
を
置
く

と
、
そ
の
面
か
ら
の
対
面
の
方
向

に
透
視
で
き
る
表
現
で
「
宝
珠
」

が
処
理
さ
れ
る
訳
で
あ
る
。
以
上

の
点
で
、
重
要
な
こ
と
は
、
こ
の

　
「
宝
珠
」
が
、
透
通
性
を
有
す
こ

と
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
前
記
或
い

は
後
記
の
「
宝
珠
」
の
意
味
と
密
接

で
あ
る
。
即
ち
、
コ
切
経
音
義
』
に

云
う
「
末
尼
」
＝
「
垢
離
」
＝
「
宝

●
　
●
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）

光
浄
」
、
或
い
は
、
『
法
華
経
』
に

　
以
上
の
二
点
か
ら
は
、
遥
か
遠
く
西
方
の
イ
ー
ラ
ー
ン
や
ギ
リ
シ
ア
等
か
ら
の

文
化
的
影
響
を
看
取
で
き
る
。
し
か
し
、
次
の
㈹
、
漢
字
の
銘
文
の
問
題
を
含
め

て
考
え
る
と
、
西
方
文
化
と
中
国
文
化
と
の
接
触
、
融
合
の
跡
が
確
認
で
き
る
。

即
ち
、
こ
の
壁
面
に
検
出
さ
れ
る
文
化
的
諸
要
素
か
ら
は
、
東
西
文
化
交
渉
の
一

端
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
え
よ
う
。
冒
頭
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
因
に
、

こ
の
ト
ウ
ル
フ
ァ
ン
地
域
一
帯
は
、
か
つ
て
か
ら
、
漢
人
文
化
の
流
入
と
温
存
と

の
あ
っ
た
場
所
で
あ
り
、
そ
の
点
、
右
記
の
漢
字
の
銘
文
は
、
東
方
の
中
国
文
化

の
流
入
の
一
証
拠
と
な
り
得
る
。
云
）

　
と
こ
ろ
で
、
本
稿
の
「
宝
珠
」
の
起
源
は
、
い
っ
た
い
ど
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う

か
。
管
見
に
よ
る
と
、
中
央
ア
ジ
ア
の
ク
チ
ャ
地
域
一
帯
に
も
、
こ
の
種
の
「
宝

珠
」
が
分
布
し
展
開
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
が
、
そ
の
発
生
の
本
源
地
は
、

ク
チ
ャ
地
域
よ
り
も
更
に
西
方
に
探
求
さ
れ
る
だ
ろ
う
と
充
分
に
推
察
さ
れ
る
。

前
記
の
よ
う
に
、
ギ
リ
シ
ア
や
イ
士
フ
ー
ン
の
モ
テ
ィ
ー
フ
と
共
存
す
る
こ
の
種

の
「
宝
珠
」
は
、
一
体
ど
こ
ま
で
遡
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
無
限
に
想
像
は
拡
が
る
。

し
か
し
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
本
稿
で
は
、
調
べ
が
ま
だ
不
十
分
で
あ
り
、

従
っ
て
、
今
後
の
課
題
の
Ｉ
つ
と
し
て
残
る
。

　
　
　
　
　
㈹
　
壁
画
の
年
代

　
さ
て
、
こ
こ
で
は
、
再
び
「
宝
珠
」
の
細
部
の
形
状
を
観
察
し
た
上
で
、
壁
画

の
制
作
年
代
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
く
。
ま
ず
、
「
宝
珠
」
の
細
部
は
次
の
通
り
で

あ
る
。

　
Ｏ
、
側
壁
（
挿
図
４
）

　
ニ
例
共
に
、
外
周
の
線
だ
け
で
見
る
と
、
六
角
形
状
を
示
し
、
そ
れ
ぐ
は
、

そ
の
三
方
面
よ
り
、
葉
状
の
焙
を
発
し
て
い
る
が
、
内
側
の
細
部
が
多
少
異
な
っ

て
い
る
。
即
ち
、
前
者
（
①
）
が
、
大
き
く
十
文
字
に
両
端
が
区
画
さ
れ
て
い
る

の
に
対
し
、
後
者
（
②
）
は
、
小
さ
な
「
田
」
の
字
形
が
、
両
端
の
中
央
に
区
画

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
　
●
　
一
　
（
3
9
）

さ
れ
て
い
る
。
現
状
か
ら
は
、
後
者
の
側
面
に
台
形
状
を
な
す
区
画
線
が
検
出
さ
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云
う
「
浄
き
こ
と
宝
珠
の
如
し
」

及
び
「
明
珠
」
等
の
諸
表
記
は
、
換
言
す
れ
ば
、
総
て
「
清
浄
な
る
も
の
」
を
意

味
し
て
い
る
に
他
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
「
清
浄
な
る
も
の
」
は
、
何
は
と
も
あ
れ
、

　
「
透
明
」
若
し
く
は
「
透
過
性
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
‘
と
同
時
に
。

　
　
　
　
　
　
●
　
一
　
一
　
Ｓ
　
一
　
ｓ
　
一
　
一
　
●
　
ｓ
　
ｅ
　
ｌ
　
ｅ
　
・
　
　
・
　
●
　
一
　
●
　
ｅ
　
　
　
ゆ
　
●

そ
こ
に
は
、
微
塵
の
垢
旅
す
ら
入
る
余
地
は
な
く
、
た
だ
一
途
に
　
「
粁
穆
」
　
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
点
、
本
橋
の
「
宝
珠
」
は
、
現
実
的
に
考

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｅ
　
●
　
（
3
4
）

え
る
と
、
六
角
柱
状
の
「
水
晶
」
に
極
め
て
近
似
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
よ

　
さ
て
、
次
に
、
後
者
の
文
化
的
諸
問
題
に
触
れ
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。

　
旧
、
連
珠
文
－
こ
の
モ
テ
ィ
ー
フ
は
、
中
央
ア
ジ
ア
ー
帯
に
広
く
知
見
さ
れ

る
が
、
そ
の
起
源
は
、
イ
ま
フ
ー
ン
系
美
術
に
あ
る
と
、
既
に
先
学
に
よ
っ
て
指

摘
さ
れ
て
い
る
≒
）

　
四
、
ア
カ
ン
サ
ス
状
植
物
文
－
こ
の
モ
テ
ィ
ー
フ
は
、
ギ
リ
シ
ア
の
コ
リ
ン

ト
式
柱
頭
の
装
飾
意
匠
と
し
て
使
用
さ
れ
る
も
の
だ
が
、
前
記
の
モ
テ
ィ
ー
フ
同

様
ヽ
中
央
ア
ジ
ア
で
若
干
検
出
さ
れ
る
芯
）



　　　　　　　②

挿図４　側壁「観宝珠光」部分

れ
な
い
が
、
元
来
は
、
表
現
さ
れ
て
い
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

　
○
、
天
井
壁
（
挿
図
５
）

完
形
に
近
い
二
例
共
に
、
本
体
都
は
側
壁
と
同
じ
く
六
角
形
状
だ
が
、
こ
の
例
で

は
、
焙
は
四
方
面
か
ら
発
し
て
い
る
。
即
ち
、
両
端
都
に
は
、
葉
状
の
焙
、
そ
し

て
、
側
面
に
は
、
三
角
形
状
の
焔
が
付
く
。
両
端
の
区
画
は
、
十
文
字
形
で
、
そ

れ
ぐ
の
四
区
画
部
内
に
は
点
が
確
認
さ
れ
、
側
壁
の
両
能
都
と
比
較
す
る
と
、

幾
分
意
匠
的
で
あ
る
。
尚
、
側
面
部
内
の
台
形
状
の
一
区
画
線
は
、
現
状
で
は
、

不
明
で
あ
る
。

挿図５　天井壁「宝珠丿郎分

挿図６　輪をくわえる鳩洞
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と
こ
ろ
で
、
只
今
、
前
記
の
よ
う
に
、
「
宝
珠
」
の
形
状
を
中
心
に
、
細
部
を
観

察
し
て
き
た
が
、
以
上
の
よ
う
な
諸
特
徴
を
も
つ
「
宝
珠
」
は
、
一
体
い
つ
頃
の

作
例
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
管
見
に
よ
る
と
、
こ
の
種
の
「
宝
珠
」
の
分
布
は
、
主

に
六
－
七
世
紀
の
中
央
ア
ジ
ア
の
ク
チ
ャ
及
び
ト
ウ
ル
フ
ァ
ン
地
域
に
多
く
確
認

さ
れ
る
。
又
、
こ
の
分
布
の
中
国
内
地
で
の
例
は
、
特
に
雲
岡
石
窟
に
集
中
し
て

い
る
、
以
上
の
諸
地
域
の
内
、
雲
岡
石
窟
を
除
い
て
、
中
央
ア
ジ
ア
だ
け
の
諸
例

か
ら
、
比
較
検
討
し
て
み
る
と
、
特
に
本
稿
の
壁
画
の
場
合
は
、
ク
チ
ャ
地
域
の

「
輪
を
衡
え
る
鳩
洞
」
の
「
宝
珠
」
の
例
に
、
か
な
り
類
似
し
て
い
る
こ
と
が
分



中①　手
部頭②

挿図７　クレメンツ６

る
。
（
挿
図
６
）
。
尤
も
、
微
細

な
と
こ
ろ
は
若
干
異
な
る
が
、

　
「
宝
珠
」
の
本
体
部
両
端
の

　
「
田
」
の
字
形
の
区
画
及
び
本

体
部
外
周
か
ら
発
焔
す
る
表
現

法
等
に
お
い
て
、
類
似
す
る
。

尚
、
焙
の
形
状
に
関
し
て
は
、

挿
図
６
の
場
合
は
、
長
短
二
種

の
三
角
形
状
で
、
又
、
挿
図
５

の
場
合
は
、
短
い
三
角
形
状
一

種
と
葉
状
一
種
、
更
に
、
挿
図

４
の
場
合
は
、
葉
状
一
種
の
み

が
確
認
さ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の

バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
、
そ
れ
ほ

ど
「
宝
珠
」
の
意
味
に
影
響
を

与
え
な
い
。
む
し
ろ
、
発
焔
そ

の
も
の
に
よ
り
「
宝
珠
」
の
神

・
　
・
　
一
　
　
・
　
一

聖
な
る
「
曜
威
」
を
意
味
し
て

い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で

あ
る
。

　
と
も
あ
れ
、
吐
暗
溝
の
寺
院

壁
画
の
「
宝
珠
」
と
、
「
輪
を
街
え
る
鳩
洞
」
の
そ
れ
と
は
、
か
な
り
類
似
し
て
い

る
。
後
者
の
制
作
年
が
、
ほ
ぽ
七
世
紀
後
半
頃
と
比
定
さ
れ
る
の
で
、
恐
ら
く
、

そ
の
前
後
の
頃
に
、
吐
暗
溝
一
帯
に
お
い
て
、
こ
の
種
の
「
宝
珠
」
を
表
現
し
た

寺
院
壁
画
が
制
作
さ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
事
実
、
挿
図
７
の
例
の
よ

う
に
、
同
種
の
「
宝
珠
」
が
、
こ
の
吐
暗
涛
附
近
で
確
認
さ
れ
、
前
記
の
推
察
を

裏
づ
け
て
く
れ
る
。

　
因
に
、
七
世
紀
後
半
頃
の
前
後
と
い
え
ば
、
丁
度
、
高
昌
王
国
は
、
大
唐
帝
国

と
の
勢
力
争
い
で
危
急
存
亡
の
場
面
に
直
面
さ
せ
ら
れ
て
い
た
時
期
で
あ
ろ
う

か
。
或
い
は
又
、
唐
憎
玄
奘
が
、
高
畠
国
を
通
過
す
る
前
後
で
も
あ
っ
た
ろ
う
か
。

こ
の
よ
う
な
時
期
に
、
本
稿
の
壁
画
が
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
は
大
過
な
い
で
あ

ろ
う
。

匹
　
「
観
宝
珠
光
」

　
さ
て
、
こ
こ
で
は
主
に
、
若
干
の
経
文
を
援
用
し
な
が
ら
、
壁
画
に
見
ら
れ
る

主
題
表
現
の
意
義
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
た
い
。

　
銘
文
に
「
禅
師
観
宝
珠
光
」
と
記
さ
れ
て
い
る
場
面
は
、
正
し
く
文
字
通
り
、

独
自
の
禅
師
が
、
神
聖
な
る
「
宝
珠
」

の
威
光
に
依
っ
て
、
「
止
観
」
を
得
ん
が
た

め
、
勇
猛
精
進
し
て
い
る
状
況
と
推
測
さ
れ
る
。
壁
画
断
片
の
現
状
か
ら
す
る
と
、

横
二
列
に
本
体
を
斜
め
に
し
て
並
ん
だ
「
宝
珠
」
群
と
、
樹
下
思
惟
の
禅
師
と
は
、

意
味
に
お
い
て
対
峙
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
場
面
の
典
拠
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
『
法
華
経
』
の
次
の
記
載
は
、

極
め
て
示
唆
に
富
む
。

「
ま
た
仏
子
の
未
だ
嘗
て
睡
眠
せ
ず
し
て
林
中
に
経
行
し
、

仏
道
を
勤
求
す
る

を
見
る
。
ま
た
戒
を
具
し
て
威
儀
欠
く
る
こ
と
な
く
、
浄
き
こ
と
宝
珠
の
如
く

に
し
て
仏
道
を
求
む
る
を
見
る
。
」
（
傍
点
筆
者
）

続
い
て
、

　
「
或
は
諸
の
比
丘
に
し
て
山
林
の
中
に
在
り
て
精
進
し
浄
戒
を
持
つ
こ
と
、
猶
、

一
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
6
）

明
珠
を
護
る
が
如
く
な
る
有
り
ゴ

　
前
者
の
「
浄
き
こ
と
宝
珠
の
如
く
に
し
て
」
の
句
と
後
者
の
「
明
珠
」
と
い
う

表
記
は
、
共
に
、
既
に
触
れ
た
よ
う
に
、
「
宝
珠
」
の
「
浄
清
な
る
も
の
」
で
あ
る

こ
と
と
密
接
で
あ
る
。
更
に
、
こ
の
「
清
浄
な
る
も
の
」
は
換
言
す
れ
ば
、
即
ち
、

　
「
崇
高
」
と
で
も
言
え
よ
う
。
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以
上
の
よ
う
な
「
清
浄
な
る
も
の
」
及
び
「
崇
高
な
る
も
の
」
へ
至
る
道
を
欣

求
す
る
修
行
者
と
し
て
、
壁
雨
中
の
「
禅
師
」
は
意
味
づ
け
ら
れ
る
が
、
こ
の
よ

う
な
状
況
を
あ
り
／
へ
と
伝
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
記
載
を
、
今
暫
く
拾
い
、
補

っ
て
お
こ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
ん
せ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
●
　
ｅ
　
ｌ
　
一
　
●

　
「
ま
た
、
菩
薩
の
勇
猛
精
進
し
、
深
山
に
入
り
で
、
仏
道
を
思
惟
す
る
を
見
る
。

ま
た
、
欲
を
離
れ
、
常
に
空
閑
に
処
し
、
深
く
禅
定
を
修
し
て
、
五
神
通
を
得

る
を
見
る
ｏ
」
亘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
゜
゛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
し
よ
う
　
　
　
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
ｓ
　
ｅ
し
ん
ご
ん

　
「
ま
た
、
菩
薩
の
諸
の
戯
笑
及
び
疸
な
る
音
属
を
離
れ
、
智
者
に
親
近
し
、
心

を
一
に
し
て
乱
を
除
き
、
念
を
山
林
に
摂
め
る
こ
と
、
億
千
万
歳
、
も
っ
て
仏

道
を
求
む
る
を
見
る
。
」
９

　
「
ま
た
、
諸
の
菩
薩
に
し
て
、
深
く
諸
の
禅
定
に
入
り
、
身
心
寂
か
に
し
て
動

　
　
　
　
　
　
　
・
　
●
　
一
　
・
　
一
　
・
　
●
　
　
　
　
　
　
ヽ
９

ぜ
ず
、
以
て
無
上
道
を
求
む
る
を
見
る
。
」
Ｅ

　
さ
て
、
今
、
右
に
記
し
た
事
柄
を
踏
ま
え
て
、
改
め
て
、
壁
画
を
眺
め
れ
ば
、

空
現
す
る
摩
阿
不
思
議
な
「
宝
珠
」
群
は
、
恰
も
、
「
仏
陀
」
の
如
く
威
厳
を
保
ち
、

そ
れ
故
に
、
観
者
は
、
忽
ち
に
し
て
、
敬
虔
か
つ
崇
高
な
る
世
界
へ
導
か
れ
て
ゆ

く
、
と
い
う
主
題
を
表
現
し
た
の
が
、
こ
の
壁
画
の
意
図
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ

な
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
銘
文
に
云
う
「
観
宝
珠
光
」
は
、
敢
え
て
大
胆
に
云
う

と
、
「
観
仏
」
と
で
も
い
え
よ
う
。

　
　
　
　
お
わ
り
に

　
以
上
、
本
稿
の
異
様
な
「
宝
珠
」
に
つ
い
て
考
察
す
る
前
提
と
し
て
、
所
謂
「
宝

珠
」
の
諸
々
の
問
題
を
様
々
に
展
開
し
て
み
た
訳
だ
が
、
改
め
て
確
認
し
て
お
き

た
い
こ
と
は
、
所
謂
「
宝
珠
」
は
、
梵
語
「
の
Ｆ
訟
‐
ヨ
呂
ご
か
ら
の
漢
訳
の
一
例

で
あ
り
、
こ
の
他
に
は
、
「
垢
離
」
、
「
宝
光
浄
」
、
「
思
惟
宝
」
等
と
も
諸
訳
さ
れ
る

こ
と
。
又
、
原
義
に
即
し
て
忠
実
に
考
え
る
と
「
そ
の
所
有
者
の
総
て
の
願
を
成

就
せ
し
む
る
も
の
」
と
定
義
づ
け
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

　
さ
て
、
も
と
も
と
、
本
橋
執
筆
の
主
な
動
機
は
、
中
央
ア
ジ
ア
・
ト
ュ
ク
遺
蹟

寺
院
壁
画
に
表
現
さ
れ
た
摩
謁
不
思
議
な
形
態
の
「
宝
珠
」
に
起
因
し
て
い
た
。

即
ち
、
そ
の
「
宝
珠
」
は
、
一
般
に
多
く
知
見
さ
れ
る
「
珠
状
」
で
は
な
く
、
む

し
ろ
、
稀
有
な
、
四
角
柱
状
で
あ
り
、
そ
の
透
過
性
の
本
体
か
ら
は
、
「
躍
威
」
を

意
味
す
る
焔
を
発
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
と
も
あ
れ
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
仏
教
上
の
「
信
仰
」
の
所
産
で
あ
る
「
宝
珠
」

は
、
珠
状
の
み
で
な
く
、
角
状
（
非
珠
状
）
も
共
に
存
在
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ

た
が
、
し
か
し
、
そ
の
形
態
を
問
わ
ず
、
そ
の
意
味
は
、
「
清
浄
な
る
も
の
」
及
び

　
「
崇
高
な
る
も
の
」
と
考
え
ら
れ
、
又
、
換
言
す
れ
ば
、
即
ち
「
神
聖
な
る
も
の
」

と
も
定
義
で
き
よ
う
。

　
最
後
に
、
本
橋
添
附
の
図
版
に
つ
き
ま
し
て
は
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
特
別
資

料
室
の
御
協
力
を
賜
わ
り
ま
し
た
こ
と
を
こ
こ
に
記
し
、
深
く
感
謝
の
意
を
表
し

て
お
く
。

〈
註
〉

（
Ｉ
）

A
.
G
r
u
n
w
e
d
e
l
。
y
1
/
M
I
&
a
i
Z
i
d
l
g

g
s
l
l
s
＆
1
＆
7
2
＆
C
j
2
＆
g
s
＆
7
1
‐
7
7
z
g
4
i
s
&
2
j
2

B
e
r
l
i
n
。
1
9
1
2
.

A
.
G
r
u
n
w
e
d
e
1
。
y
l
＆
A
'
g
＆
7
&
7
。
B
e
r
l
i
n
。
1
9
2
0
.

（
２
）
　
『
ア
ジ
ア
仏
教
史
・
中
国
編
Ｖ
』
（
監
修
・
編
集
・
中
村
元
、
笠
原
一
男
、
金
岡
秀
友
）

　
　
　
佼
成
出
版
社
、
昭
和
五
十
年
、
一
目
四
頁
。

（
３
）
　
熊
谷
宣
夫
「
西
域
の
美
術
」
（
西
域
文
化
研
究
会
編
『
西
域
文
化
研
究
第
五
、
中
央
ア
ジ

　
　
　
ア
仏
教
美
術
』
法
蔵
館
、
一
九
六
二
年
）
　
一
六
四
―
一
六
九
頁
。

（
４
）
　
図
録
『
侠
西
、
甘
粛
、
新
藤
出
土
、
漢
、
唐
、
中
華
人
民
共
和
国
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
文

　
　
　
物
展
』

　
　
　
読
売
新
聞
社
、
一
九
六
元
年
、
参
照
。

（
５
）
　
布
目
潮
風
「
唐
と
西
域
」
（
山
田
信
夫
編
『
東
西
文
明
の
交
流
２
、
ペ
ル
シ
ア
と
唐
』
平

　
　
　
凡
社

　
　
　
昭
和
四
十
六
年
）
　
一
一
四
－
コ
ニ
二
頁
。

38



　
　
　
前
編
信
次
『
玄
奘
三
蔵
Ｉ
史
実
西
遊
記
』
岩
波
書
店
、
一
九
五
二
年
。

（
６
）
　
西
域
文
化
研
究
会
編
、
前
掲
書
、
挿
図
三
二
〇
、
尚
、
こ
の
木
彫
仏
は
、
現
在
、
ベ
ル

　
　
　
リ
ン
の
国
立
イ
ン
ド
博
物
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。

（
７
）
　
同
右
書
、
図
版
第
九
。

（
８
）
　
小
笠
原
宣
秀
「
吐
魯
番
浄
土
経
の
一
断
面
」
（
『
龍
谷
史
壇
四
四
号
、
所
収
』
、
昭
和
三
四

　
　
　
年
。

（
９
）
　
こ
の
壁
画
を
収
録
し
た
木
は
、
ス
タ
イ
ン
氏
の
弟
子
で
あ
り
、
美
術
家
で
あ
る
ア
ン
ド

　
　
　
リ
ュ
ー
ス
氏
に
よ
っ
て
、
ス
タ
イ
ン
氏
の
死
二
九
四
三
年
）
後
、
五
年
た
っ
て
か
ら
、

　
　
　
イ
ン
ド
政
庁
の
指
図
の
下
に
編
著
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
本
は
、
本
文
編
と
図
録
編
と

　
　
　
の
二
部
よ
り
な
り
、
二
つ
折
の
紐
と
じ
木
中
に
壁
画
は
収
録
さ
れ
て
い
る
。
尚
、
こ
の

　
　
　
書
物
の
名
称
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
r
K
2
/
/
W
z
i
s
＆
w
s
j
g
n
7
a
&
4

s
/
z
4
M
＆
G
M
7
z
z
/

/
1
s
z
a
。
r
e
c
o
v
e
r
e
d

b
y

　
　
　
S
i
r

A
u
r
a
lS
t
e
i
n
.
K
.
（
い
.
I
.
E
.
d
e
s
c
r
i
b
e
d

b
y
F
r
e
d
H
.
A
n
d
r
e
w
s
。
0
.
B
.
E
.

　
　
　
p
u
b
l
i
s
h
e
du
n
d
e
rt
h
eo
d
e
r
so
f
t
h
e
G
o
v
e
r
n
m
e
n
t
o
f
l
n
d
i
a
。L
o
n
d
o
n
。
0
x
‐

　
　
　
.
f
o
r
du
n
i
v
e
r
s
i
t
y

P
r
e
s
s
｡
G
e
o
f
f
r
e
y
C
u
m
b
e
r
l
e
g
e
。
1
9
4
8
」

（
1
0
）
　
『
Ｅ
Ｅ
大
蔵
経
』
第
十
八
巻
施
9
0
1
、
八
三
八
頁
。

言
ど
　
同
右
書
、
第
二
巻
陥
1
2
5
、
七
三
二
頁
。

（
１
９
一
）
　
A
.
G
r
u
n
w
e
d
e
l
。
a
g
.
M
i
n
g
6
i

b
e
iQ
y
z
n
。
3
A
n
l
a
g
e
｡
H
6
:
h
l
e

3
｡
P
r
e
t
a
h
6
h
l
e

　
　
　
F
i
g
.
3
9
2
。S
.
1
7
（
）

（
1
3
）
　
即
ち
、
「
四
方
」
が
「
ま
わ
り
」
或
い
は
「
ぐ
る
り
」
を
示
す
の
と
同
様
「
ハ
方
」
も
「
諸

　
　
　
方
」
或
い
は
「
あ
ら
ゆ
る
方
面
」
を
示
し
、
両
者
は
同
義
と
な
る
。

（
1
4
）

（
1
5
）

（
1
6
）

（
1
7
）

主
に
、
代
表
的
仏
典
を
中
心
と
し
て
、
逐
一
点
検
を
試
み
た
。

『
漢
訳
対
照
・
梵
和
犬
辞
典
』
（
外
務
省
文
化
事
業
部
助
成
、
文
学
博
士
、
荻
原
雲
来
編

纂
）

註
1
0
、
前
掲
、
第
三
十
三
巻
陥
1
7
0
9
。

所
謂
「
ロ
コ
に
・
｛
～
Ｒ
｝
の
音
写
諸
訳
出
例
の
Ｉ
、
こ
の
他
に
次
の
如
く
音
写
訳
さ
れ
る
。

①
震
哺
末
尼
（
『
観
世
音
菩
薩
如
意
摩
尼
陀
羅
経
』
犬
2
0
施
1
0
8
3
）
、
②
震
咳
摩
尼
（
『
観
世

音
菩
薩
如
意
摩
尼
陀
羅
尼
念
誦
法
』
天
2
0
陥
1
0
8
4
）
③
震
移
座
提
（
『
観
自
在
如
意
輪
菩
薩

喩
伽
法
要
』
天
2
0
－
1
0
8
7
）
、
④
震
咳
摩
証
（
③
同
経
）
、
⑤
振
移
座
提
（
『
不
空
副
索
神
変

真
言
経
』
天
2
0
陥
1
0
9
2
）
、
⑤
振
籾
座
据
（
⑤
同
経
）
、
⑦
真
陀
摩
尼
（
『
陀
羅
尼
集
経
』
犬

汐
｀
9
0
1
）
、
⑧
真
多
摩
尼
（
『
菩
提
場
所
説
一
字
頂
輪
王
経
』
犬
1
9
陥
９
）
、
⑨
進
移
末
尼

（

1 8
）

（

1
9
）

（

2 0
）

（

2 1
）

（

2 2
）

（

2 3
）

（

2 4
）

（

2 5
）

（

2 6
）

（

2 7
）

（

2 8
）

（

2 9
）

（

3 0
）

　
（
『
都
表
如
意
摩
尼
転
輪
聖
王
次
第
念
誦
秘
密
最
要
略
表
』
犬
2
0
陶
1
0
8
9
）
、
⑩
栴
陀
摩

尼
（
『
賢
愚
経
』
犬
４
陶
2
0
2
）
、
⑥
蘇
多
末
尼
（
『
金
光
明
最
勝
王
経
』
犬
1
6
陶
6
6
5
）
、
⑩
卿

多
歴
提
（
『
仏
説
如
意
輪
蓮
花
心
如
来
修
行
観
門
儀
』
犬
2
0
陶
淑
）
、
⑩
耶
多
慶
提
（
⑩

同
経
）
、
⑩
栴
壇
摩
尼
（
『
観
弥
勒
菩
薩
上
生
兜
率
天
経
』
犬
1
4
陶
4
5
2
）

※
①
～
⑨
⑩
、
唐
、
⑩
元
魏
、
⑩
⑩
⑩
、
宋
、
※
①
～
⑨
、
⑩
⑩
、
密
教
部
、
⑩
本
縁

部
、
⑩
⑩
、
経
集
部
、
※
尚
、
記
号
「
犬
」
は
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
の
略
号
と
す
。

註
1
5
、
前
掲
。

註
1
6
、
前
掲
。

註
1
0
、
前
掲
、
第
三
十
九
巻
陶
1
7
8
8
。

註
1
5
前
掲
書
を
参
照
の
下
に
説
明
。

所
謂
「
宝
珠
」
の
別
称
で
、
「
明
月
珠
」
と
も
記
す
。
以
下
、
類
例
を
上
げ
て
お
く
。

　
「
明
月
珠
」
－
①
『
仏
説
無
量
清
浄
平
等
覚
経
』
犬
1
2
陶
3
6
1
、
②
『
大
宝
積
経
』
犬
Ｈ

ｋ
ｍ
、
③
『
法
苑
珠
林
』
大
5
3
陶
2
1
2
2
、
④
『
犬
明
度
経
』
犬
８
陶
2
2
5
、
⑤
『
仏
説
恒
水

経
』
犬
Ｉ
陶
3
3
、
⑥
『
仏
説
方
等
般
泥
氾
経
』
大
2
0
陶
3
7
8
。

　
「
明
珠
」
上
出
）
『
妙
法
蓮
華
経
』
犬
９
陶
2
6
4
、
②
『
大
方
広
仏
華
厳
経
』
犬
９
ｋ
2
7
8
、

③
「
経
律
異
相
」
犬
5
5
陶
2
1
2
1
、
④
『
仏
説
観
仏
三
昧
海
経
』
秀
紀
6
4
3
、
⑤
『
法
苑
珠

林
』
大
汐
混
一
。

尚
、
こ
の
他
に
「
明
月
宝
」
「
明
珠
宝
」
「
宝
明
珠
」
（
『
大
宝
積
経
』
犬
び
｀
3
1
0
）
、
「
明

月
摩
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ア
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壁
画
の
現
状
か
ら
は
、
そ
の
箇
所
の
文
字
は
判
読
し
に
く
い
が
、
註
3
1
か
ら
し
て
、
恐

ら
く
「
図
」
と
い
う
文
字
で
あ
ろ
う
。
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然
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宝
」
の
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れ
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に
対
応
で
き
る
が
、
壁
画
の
現
状
か
ら
は
、
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的
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つ
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て
は
一
切
不
詳
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因
に
、
「
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尼
宝
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が
「
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宝
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あ
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こ
と
は
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の
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と
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る
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確
認
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れ
、
相
当
興
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図１ トユク寺院壁画断片全図

41



図２ 天　井　壁 蓮　華　部　分

　　　　　　　　　　……

゛/|｀

……

11　11　　11………　　回ﾀﾞ………jj尚1｀lj…………白
゛

§i°i　il

……

……;回

･……

誼

奥目yl

l…………jJ奏'

　　　　　　　　　　　　　　　　W　　　　　　　　　　　　　　　♂　　　　　　　　　　　　♂《♂《　％　　　　％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｀　　　　゛｀7　　ヾ　゛゛~　　　　　　｀ゝ

　　　　　　　　　　　　　　゛,i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《♂♂

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ま

　　　　　　　　　　　一……

i

S9と異゛

i｀゛.゛…………i.　..｡回呂｀゛゛｀゛゛i゛　尚‥‥‥

‥‥‥‥‥‥

‥‥‥‥‥‥‥‥゛…………9゛゛｀　　……………　 i…

……7……………,

,.,

M

　　　　　　　　　　…………　回j　-､｡゛ぬ,脳･｀ｾﾞ,,､゛゛1゛.巾｀ﾙi5,゛､、　　　……蔽'万万･^、　　　　｀2゛　　　]　　゛^゛、ー　　゛゛-｀､｀･f、･･　W

　　　　　　　　謁IM……　゛……゛j,回窓j

J……こ…

…　　……c…………

1…

…

…

1………………

こ－

…………

………

…･jj゛

　　　　　　　　　　　　　　　　lご……,,ｪ

゛'910
U……i万1111Jlli工||,ご………il｀肖|回i'Jlii………,…………万回……………

　　,､y

l.iJ

，　

護,,
14宍jw

こ　，，

…

……ﾀﾞﾉ……

………゛|'……………

｡

……IJ……(回゛i………

゛

自生

i

躇……'

t

l

……

|

､･|…

……………

,J･｜

，…

…11

11゛S

“|,…………'｡ｭ,IJ湊iﾝ………ﾆ1ｸ……i;………i'……万…………i……1

　　.回回　　　……9………ｻ?………1…………lz………　　　　　　　　

S§J

…

…|

。

li…

……

iii………図……J;…………i……こ……1､'|生白1゛'75………

図３ 側壁・「禅師観宝珠光」部分

　　　　42



図４　　側　壁 「宝　珠」　部　分

図５　　側　壁　・　「禅　師」　部　分
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図６　　天井壁部分及側壁・「禅師観七宝図」部分
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